
!!"#$%&'()*+,-.-/0/!+123/4,!5/6780.9

:;<=>?@A B!CD:;<EFGHI*JKLMNOOKMM!P QRQSTQU
VW U X Y Z [

\]^_` !ab
!"#

!cd
$"%

!ab
!"#

!cd
$"%

!ab
!"#

!cd
$"%

e` BfghP BfghP
i

j
klmRNnnlRR !op

&'(

!qr
)*+,

!st
-".

!u
!/

v
&

!ws
01-"

!xy
%-2

!z!{|
3*444)0&

!w}!~V�
01544444672-

BfghP

i

€

UÅYÅ[!nSlRRNn‚lRR

!XƒZ!!!n„lRRNn‚lRR !ws
01-"

!xy
%-2

!z!{|
3*444)0&

!op
&'(

!qr
)*+,

!st
-".

!u
!/

v
&

!w}!~V�
01544444672-

BfghP

…†` !t‡!ˆ‰BfghP
!8944444)0!"

!Št!‹ŒBfghP
*:!4444;<1=

çŽèê‘’“ê !”•
=>?@

!–
)0

y
2

!t—
!A>

!˜™
+B#C

!š›
D.E

!œr
D2+,

!š›
D.E

!œr
D2+,

!ù}
9F5

!žr
/3+,

BfghP !Ÿ 
%"G@

!!¡™
!"#C

!!¢fgh£

!¤¥
;)=

!¦§
D2+1

!Ÿ 
%"G@

!¡™
!"#C

!!¢fgh£ !¨©
-'9

!ª«
,=!

!š›
D.E

!œr
D2+,

!t—!!˜™
!A>446666666666+B#C

!¨©
-'9

!ª«
,=!

!¬
--;)

!®|
0)&

!š›
D.E

!œr
D2+,

!t—!!˜™
!A>446666666666+B#C

¯<i€ !¤¥
;)=

!¦§
D2+1

!¨©
-'9

!ª«
,=!

!¨©
-'9

!ª«
,=!

!¤¥
;)=

!¦§
D2+1

!©t
'9.

!°|
D;&

±²³
)/%H

!´µ
IJ8

!!!!!!!!¢fgh£***¢fgh£

!ùt
9F.

!¶
+1K&

· !ùt
9F.

!¶
+1K&

· !’¸ 
3#G@

!¹
;)*

!ùt
9F.

!¶
+1K&

· !ùt
9F.

!¶
+1K&

·

!’¸ 
3#G@

!¹
;)*

!’¸ 
3#G@

!¹
;)*

!’¸ 
3#G@

!¹
;)* i

j º•
"8?@

!»¼
#<+1

BfghP

!½t*x†
/L!46666666666666666%-)

BfghP
i

€ º•
"8?@

!»¼
#<+1

BfghP

!¾¿!´C
5IM4444IJ5E

!¬À!¼Á
--L44444+1&F

!ÂÃ
K/:'*444,=!1=

!Ä«Œ !Åt
NJ.

!ÆÇ
+B"O

!ÈÉ
NC-

!ÊË
!")=

!©Ì
'9H

!ÍÎ
*J'

!ÏÐ
D"N*

!ÍC
*J5E

!ÑÒ
5*"$

!Ó
*J8

Ô !a
!2

p!Õ
"F

Ö
#<

!×
NP

Ø
!2

!ÙÚÛ
2Q*

!×
NP

Ø
!2

!ÙÚÛ
2Q*

¢XÅZ£nmlmRNn‚lRR !×
NP

Ø
!2

!ÙÚÛ
2Q*

!×
NP

Ø
!2

!ÙÚÛ
2Q*

!€¥
R)=

!ÜÝ
C;

!BfghP

Þßàá` !©â
'9SE

!ãä
'T+1

!©â
'9SE

!ãä
'T+1

!©â
'9SE

!ãä
'T+1

!åæ
U@;2

!çè
,=V5

BfghP

Þßà:` UCéƒêëì !íî
G";

!ç
D2

ï
!I

BfghP

!ðt
=@!

!ñò
'T+1

!Ÿ•
%"?@

!óÔô
8WJ#TI

!èõ!ö«Œ
4+@?!466666IJ!1=

!ðt
=@!

!ñò
'T+1

!Ÿ•
%"?@

!óÔô
8WJ#TI

!÷ø!ùú
9 ) : I 5 R

!ùû
9F*!

!Ë
+B+,

r !ü 
Q*G@

!ýþ
7C%

!ùû
9F*!

!Ë
+B+,

r
!Bÿ!"#:;P !Bÿ!"#:;P !Bÿ!"#:;P

!ãs
'T-"

!$
+1&E

Ü !ãs
'T-"

!$
+1&E

Ü !ãs
'T-"

!$
+1&E

Ü
!Bi€*ëì!%P

!&'
5%:

!¬ô
.5TI

BfghP

!(!ö)
6,=46666!I+1

!(!ö)
6,=46666!I+1

!*+!,
/@*9 D5

!*+!,
/@*9 D5

!ùÒ
9F"$

!-
9;"O

‹ !H.
)2F

!¡™
!"#C

!ùÒ
9F"$

!-
9;"O

‹ !/
%

0
,=

!1
+;

2
)

!H.
)2F

!¡™
!"#C

!/
%

0
,=

!1
+;

2
)

!34
X$

!5
!I*

BfghP

!ç678696:;

:; !ù•
9F:@

!<«
IJ!

B=<P !>s
;;-"

!?@
7=8

!A
E"

ð
=@

!B«
I5!

!©â
'9SE

!C¬
!"+1

¯< !A
E"

ð
=@

!B«
I5!

!©â
'9SE

!C¬
!"+1

!>s
;;-"

!?@
7=8

!ù•
9F:@

!<«
IJ!

BÚ<P

!D‡
=*89

!E†
9;)

!.F!G
F0C444444"-C

!D‡
=*89

!E†
9;)

!.F!G
F0C444444"-C

!.F!G
F0C444444"-C

!¤¥!|dH
;)=44444&%,

!Is
+1-"

!JKL !Is
+1-"

!JKL !¤¥!|dH
;)=44444&%,

!MN
&AM

!¡O
!"#C

!¾t
5I.

!{ò
)0+1

!Ÿ+!PÎ
%"894444Y5'

!¾t
5I.

!{ò
)0+1

!¾t
5I.

!{ò
)0+1

!Ÿ+!PÎ
%"894444Y5'

!¤¥!|dH
;)=44444&%,

QRS:` !¬ø
--:

!TU
'T-&

VWá` !D‡
=*89

!X
T%-

!D‡
=*89

!X
T%-

!¬Y
--Z9

!Z[
!I+1

!¬Y
--Z9

!Z[
!I+1

!\b
92#

!]
!"

^
&F

!BfghP !¬Y
--Z9

!Z[
!I+1

!¬_
--*-

!`¬
7=.5

!¬_
--*-

!`¬
7=.5

!¬_
--*-

!`¬
7=.5

!¬_
--*-

!`¬
7=.5

!ÂI
K/9

!¬
.5

Ù
2

!ÂI
K/9

!¬
.5

Ù
2

ÿab !ÂI
K/9

!¬
.5

Ù
2

!ÂI
K/9

!¬
.5

Ù
2

!cc!dG
$"T(4444D'"

!cc!dG
$"T(4444D'"

!cc!dG
$"T(4444D'"

!cc!dG
$"T(4444D'"

!eÅ!{ò
%&0)44444)0+1

!eÅ!{ò
%&0)44444)0+1

!eÅ!{ò
%&0)44444)0+1

!eÅ!{ò
%&0)44444)0+1

!eÅ!{ò
%&0)44444)0+1

!û !Üf
*0G@4444C"

!û !Üf
*0G@4444C"

!û !Üf
*0G@4444C"

!û !Üf
*0G@4444C"

!û !Üf
*0G@4444C"

ghi`

jkSá`

lm`

n`âo:`

pq:`

rsS`

QRSá`

tuSá`

<=`

vÇwx:;

ys(ƒázrá`

{|á`

:;

¨}`

jkS:`

:`

~�<=`

€Å:`

:;

‚ƒá`

¯<ij

nS

„

…

†

‡

ˆ

‰

Š

‹

Œ

t—!˜™
!A>4444444+B#C

±¤¥!¦§
;)=444444D2+1

!¨©
-'9

!ª«
,=!

!Ÿ 
%"G@

!¡™
!"#C

!!¢fgh£

!¬Y
--Z9

!Z[
!I+1

*¯<çŽ:;
*Bèêëì‘P

! t
G@!

!Õ|
"F&

!’[
59"[

!¬ô
.5TI

!z 
3*G@

!x
%-

BfghP ! t
G@!

!Õ|
"F&

令和6年4月より当面の間眼科は休診となります。

くまもと県北病院DMAT　能登半島災害支援へ　令和6年1月24日から2月1日

広報誌

Vol.6
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（熊大医師） （熊大医師）
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呼吸器外科部長
大場　康臣

くまもと県北病院の

肺がん手術 呼吸器外科 のご紹介

　当科では、呼吸器内科、腫瘍内科との連携により肺
がん治療に取り組んでいます。
　手術では、手術用ビデオカメラを使用して侵襲の少な
い小さな手術創で行う腹腔鏡下手術（VATS）を導入し、
各種呼吸器疾患に広く応用しています。現在は２～４㎝
の傷2か所で行う２ポート下手術を行っておりますが、
今後はさらなる低侵襲種手術を目指し、単孔式手術
（４～５㎝の傷1か所で肺がんや気胸手術を行う）も導入
する予定です。進行性肺がんに関しては術前化学療法を
含めた集学的治療にも対応しています。
　県北地域で最先端の呼吸器外科手術を提供できるよ
う努力していく所存ですので、今後ともよろしくお願い
申し上げます。

　当院は熊本県北部地域の、九州新幹線、新玉名駅の近くに位置して
います。県北地域の中核病院として、病床数402床、30の診療科を有
し、患者さんを中心とした、質の高い医療の提供を心がけています。ま
た、2021年には、熊本県がん診療連携病院の指定を受けています。
　緩和ケアを必要とされる方が、安心して治療、療養ができるよう、地
域の医療機関と緩和ケアに関わる医療スタッフ、がん専門相談員など
が協力し、早期より支援を行っています。

　くまもと県北病院では、肺がん術後の患者さんに私のカルテ
を発行しています。
　ご紹介頂いたかかりつけ医の先生方に連携が可能かどうか、
個別にご相談致します。
　連携には、がん治療連携導料の届け出が必要となりますが、
届け出に必要な書類等については、当院から訪問させて頂き、
説明致します。どうぞ、連携の程、よろしくお願い致します。

くまもと県北病院では、肺がん、大腸がん、胃がんの術後の患者さんに私のカルテを発行しています。

「熊本県がん診療連携パス　私のカルテ」 の連携について

呼吸器外科手術実績

0

20

40
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80

100

120

2021年 2022年 2023年

総手術数

肺がん手術数

緩和ケアは特別な場所やがんの方しか受けられない？Ｑ.

緩和ケアチームがサポートしています

その他サポートする場があります

緩和ケアはがん以外の病気（心不全など）の方々も
うけることができます。

緩和ケア外来・緩和ケアチームも
設置してあります。

医師

医療
ソーシャル
ワーカー

薬剤師

栄養士

看護師 理学療法士

はい いいえ
緩和ケアは、ご本人だけではなく、 
ご家族の方々も対象となります。 
当院には「がん相談支援センター」があります。
がん専門相談員によるサポートをうけることができます。

当院には緩和ケア病棟はあ
りませんが、緩和ケアチーム
があります。
緩和ケアスタッフと定期カ
ンファレンスを行い「自分ら
しくいることができる」を
目指し、患者さんの苦痛緩
和に努めています。

痛みや息苦しさなど、
身体のつらい症状、
精神的辛さの
緩和を担当します。

医療用麻薬を中心とする鎮痛剤の
情報提供や適正使用の確認などを
行い医師・看護師への専門的
アドバイスを担当します。

医療費や
社会福祉制度、
転院や退院後の
生活環境の整備、
社会生活の支援を
行います。

患者さんの病態や病状の
変化に応じながら、
患者さんの好みを
重視した食事の提供など
に関する支援を行います。

患者さん・ご家族の苦痛な症状を和らげるような
看護ケアを提供します。安全・安心・安楽に療養生活を
送ることができるよう支援します。

質の高い生活が
送れますよう支援します。

がん相談支援センター　　　　患者相談サポートセンター たまきながんサロン「こもれび」

患者さんやご家族の方
が、がんについての悩み
や不安、辛さをひとりで
悩むことなく、がんの情
報や同じ立場で語り合
うことができる場とし
て、「たまきながんサロ
ン」を開催しています。

相談方法　電話相談（１回２０分程度）対面相談（１回30 分程度）
場　　所　1 階 がん相談支援センター ７番
電話番号　0968-73-5000（代表）
相談日時　月～金 8：30～17：15 （土・日、祝祭日・年末年始を除く）

患者さんやご家族の方が、がんについての悩みや不安、辛さをひとりで
悩むことなく、がんの情報や同じ立場で語り合うことができる場として、
「たまきながんサロン」を開催しています。

開催日時　奇数月の第1水曜日
　　　　　午後1時30分～
主な内容　医療従事者によるミニ講座（20分）
　　　　　情報交換・交流会（40分）

参 加 費　無料（駐車料別）
詳しくは病院ホームページをご確認ください。

がんの治療や療養に関する
不安などありませんか？
がんに関するご相談を「無料」でご利用いただけます。
入院、外来の患者様ご家族様に限らず、どなたからの
相談でもお受けします。また、秘密は厳守しますので
安心してご相談ください。
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くまもと県北病院では地域の医療・福祉関係者の支援及び、
地域住民の健康増進を目的に、様々な研修会やイベントを
行っています。本年度の取り組みの一部をご紹介します。

ホームページにてご案内しております。皆様の御参加お待ちしております。

くまもと県北病院の
イベント開催 患者さんのご紹介に関してのお願い

病院フェスティバル開催 9月30日 10月8日
～14日

くまもと県北病院第１回病院フェスティ
バルを開催しました。約4000人の地域の方
に来場頂きました。地域の皆様に病院内をみて頂く初
めての機会となりました。玉名女子高校吹奏楽部の
コンサートをはじめ、地域の皆様が祭りに花を添えて
下さいました。

市民公開講座 地域の医療福祉関係者向け研修会第2土曜
10時～11時

当院のたまきなホールにて毎月実施して
います。市民の皆様に多数ご来場いただいております。

第１７回「ご存じですか？あなたの血糖」
　　　　　糖尿病・内分泌内科　松田　浩史

第１８回「口腔外科って何？気をつけたい2つの病気」
　　　　　歯科口腔外科　福間　大喜

第１９回「放射線科は何をしているの？」
　　　　　放射線科　浪本　智弘

第20回「がんはなぜ悪性なのか」
　　　　　病理診断科　坂下　直美

第21回「60歳からの転倒予防」
　　　　　リハビリテーション科　理学療法士　古庄　實行

第22回「わが故郷　わが病院」　　病院長　田宮　貞宏　　
　　　 「嫁姑　麻酔とがん」         麻酔科　上原　友輝
第23回「自宅で出来るスキンケア」
　　　　　皮膚・排泄ケア認定看護師　日田　さやか

第24回「手術室見学ツアー」　
第25回「サプリメントと薬の正しい知識」
　　　　　薬剤部薬局長　村本　慎悟

第26回「小指の墓標」
　　　　　麻酔科　上原　友輝

第27回「もしもの時のための人生会議～あなたが大切にしているもの～」
　　　　　緩和ケア認定看護師　神田尚代　社会福祉士　永田恵里香

ホスピス緩和ケア週間
イベント開催
ホスピス緩和ケア週間に院内こもれび広場にて、緩和
ケアの普及啓発イベントを開催しました。緩和ケアに
関する展示、栄養士、作業療法士、社会福祉士による
緩和ケアに関するミニ講話などを行い、たくさんの方
にご来場頂きました。

本年度の開催状況

疼痛と緩和の勉強会　緩和ケアに関する研修会
　毎月第3木曜日17：20～

小岱カンファレンス　症例検討会
　偶数月　第2水曜日19：00～

褥瘡NST勉強会　　皮膚ケアに関する勉強会
　奇数月　第3火曜　17：30～

感染対策勉強会　　感染対策に関する勉強会
　随時

小児科・飛翔会　　症例検討会
　年2回　9月　3月　19：00

　この度くまもと県北病院では、当院への予約がさらにスムーズにお取りできるよう、外
来予約センターを設立いたしました。患者さんの紹介に関しては原則、医療機関からの予
約をお願いしております。
　予約無しでのご来院は当日診療ができず、後日の予約を取ってお帰りいただくことも
あります。患者さんのご負担軽減のためにも、ぜひ医療機関からの予約をお願いします。
　なお、緊急の場合はこの限りではございません。また、医療機関の先生方から、当院の
医師へ直接電話連絡をお願いいたします。

緊急性あり・当日診療希望 緊急性なし

終  日
平日8：30～17：00

上記時間以外は翌営業日に受付後、
調整となります

各診療科医師、救急外来担当医へ
直接電話（0968-73-8000）

外来予約センターへ
外来診療予約FAX依頼書を

FAX（0968-73-5300）

電話交換に
『本日患者さんを紹介したいので
○○科医師へ電話をつないでほしい』

とお伝えください

予約調整後、日程の返事をします
予約票をFAXにて送付します
診療情報提供書は17時までに

送付してください

診療情報提供書を
救急外来へ

FAX（0968-73-5016）

〒865-0005　熊本県玉名市玉名550番地

TEL 0968-73-5000（代表）
FAX 0968-73-5300（地域医療連携室）
0968-73-5016（救急外来）

医療的管理が必要な方の
レスパイト入院依頼は
地域連携室へご相談下さい

3月9日（土曜）開催予定


